
　

文
部
科
学
省
は
、
将
来
の
日
本
を
担
う
若
者
が
、
国
際
的
な
舞
台
で
の
競
争
に
勝
ち
抜
き
、
学
術

研
究
や
文
化・
国
際
貢
献
の
面
で
も
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
高
等
教
育
な
ど
に
お

け
る
留
学
機
会
を
拡
充
し
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
を
目
指
す
留
学
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ト

ビ
タ
テ
！　

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
等
を
推
進
し
て
若
者
の
海
外
留
学
へ
の
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い

る
。
民
間
企
業
な
ど
の
協
力
を
得
た
「
ト
ビ
タ
テ
！　

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
展
開
や
国
費
に
よ
る
海
外
留
学
支
援
の
推
進
に
よ
り
、
学
生
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
取
り
組

む
な
ど
、
留
学
生
交
流・

国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
や
各
大
学
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
に
よ
り
、
近
年
、
留
学
制
度
の
充
実
を

図
る
大
学
が
増
え
て
い
る
中
で
、
多
様
な
留
学
（
語
学
、
異
文
化
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
増
加
に
伴

い
、
留
学
生
の
学
修
成
果
や
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
客
観
的
な
分
析・

検
証・

評
価
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

各
大
学
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
の
開
発
や
既
存
ツ
ー
ル
の
活
用
を
通
じ
て
、
留
学
体
験

小特集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み

―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
―
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の
測
定
に
対
す
る
検
討
、
試
み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
学
生
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
海
外
短

期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
試
み
は
、
学
修
成
果
の
可
視
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
保
証
や
、
新
規
構

留
学
体
験
の
客
観
的
測
定
―
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
用
い
て

―

西
谷 

元

●
広
島
大
学
副
理
事
、
社
会
科
学
研
究
科
教
授

目
的
を
明
確
化
し
た
効
果
測
定
を
目
指
し
て

池
田 

伸
子

●�

立
教
大
学
副
総
長
（
国
際
化
推
進
担
当
）、�

異
文
化
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授

海
外
短
期
留
学
の
効
果
測
定
手
法
を
考
え
る

―
量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性

鈴
木 

理
恵

●�

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師�

（
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
成
蹊
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
）

学
部
留
学
効
果
測
定

―
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
お
け
る
学
部
留
学
の
効
果

吉
岡 
大
輔

●�

一
般
財
団
法
人 

日
本
ス
タ
デ
ィ・

ア
ブ
ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン�

デ
ィ
レ
ク
タ
ー

築
、
実
施
の
見
直
し
な
ど
、
学

内
で
の
検
討
に
際
し
て
重
要
な

材
料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

本
小
特
集
で
は
、
各
大
学
の
留

学
制
度
に
お
い
て
、
特
に
海
外

短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け

る
海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
に
つ

い
て
、
海
外
留
学
体
験
の
効
果

測
定
の
実
践
と
課
題
、
お
よ
び

今
後
の
展
望
な
ど
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
お
け
る
留
学
体
験
の

効
果
測
定
の
現
状
と
課
題
を
考

え
る
機
会
と
し
た
い
。
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１　
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
生
は
変
わ
る
の
か

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
た
め
に
海
外
に
〇
〇
人
を
派
遣
す
る
」

　
「
海
外
に
学
生
を
派
遣
す
れ
ば
、
学
生
は
変
化・

成
長
す
る
」

　
「
長
期
派
遣
で
な
け
れ
ば
学
生
は
変
化
し
な
い
」

　
「
短
期
派
遣
は
修
学
旅
行
。
長
期
派
遣
の
ほ
う
が
短
期
派
遣
よ
り

効
果
が
あ
る
」

　

し
ば
し
ば
、
大
学
内
ま
た
社
会
で
、
こ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
、

特
に
長
期
留
学
を
経
験
し
た
方
々
か
ら
、
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
。

　

派
遣
ま
た
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
学
生
引
率
な
ど
、

現
在
学
生
に
接
し
て
い
る
方
々
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト
が

間
違
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
面
的
に
正
し
い
わ
け
で
も

な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
し
か
し
な

が
ら
、「
学
生
を
短
期
で
も
派
遣
す
れ
ば
、
異
文
化
受
容
性
、
ま
た

専
門
科
目
、
語
学
に
対
す
る
態
度
も
変
わ
る
」
と
い
う
担
当
教
職

員
の
個
人
的
な
印
象
に
基
づ
い
て
、
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
特
に
短

期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
擁
護
す
る
議
論
を
行
う
こ
と
は
不
毛
な
こ

と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
も
っ
と
も
前
記
の
よ
う
な
学
内
外
の
コ

メ
ン
ト
も
個
人
の
感
想
で
し
か
な
い
が
）。

　

こ
れ
ら
の
議
論
双
方
に
共
通
す
る
問
題
点
は
、
客
観
的
な
デ
ー

タ
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
他
方
、
学
内
ま
た
社
会
に

対
し
て
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
証
明
す
る
責
任
は
、
予
算・

リ
ソ
ー
ス
な
ど
を
確
保
す
る
と
い
う
点
を
考
え
る
と
、
当
該
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
側
に
あ
る
。
全
て
の
大
学
に
お
い
て
共
通
す

る
で
あ
ろ
う
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
広
島
大
学
で
は
留
学

に
参
加
す
る
学
生
、
ま
た
比
較
す
る
た
め
に
全
学
生
を
対
象
と
し

て
、
語
学
力
と
情
動
的・

心
理
的
変
化
を
測
定
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
効
果
の
評
価
を
行
い
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

留
学
体
験
の
客
観
的
測
定
―
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
用
い
て

―西
谷 

元
●
広
島
大
学
副
理
事
、
社
会
科
学
研
究
科
教
授
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２　
短
期
留
学
に
よ
る
語
学
力
の
向
上

　

広
島
大
学
で
は
、
入
学
直
後
の
５
月
に
全
学
生
を
対
象
と
し
て

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 
Ｌ
＆
Ｒ
を
実
施
し
、
卒
業
ま
で
に
再
度
指
定
受
験
を

課
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
料
の
希
望
受
験
制
度
も
整
備
し
、
毎
年

全
学
生
約
１
万
５
０
０
０
人
の
３
分
の
２
に
相
当
す
る
約
９
０
０

０
人
に
受
験
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
２
週
間
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
学
生
と
、
非
参
加
学
生
を
比
較
し
、
差
の
差
の
推
定
（
Ｄ

Ｉ
Ｄ
）
ま
たA

badie

（
２
０
０
５
）
で
提
案
さ
れ
た
傾
向
ス
コ
ア

を
用
い
た
Ｄ
Ｉ
Ｄ
の
補
正
も
行
っ
た
（
川
田・

西
谷goo.

gl/5C1hRY

）。
推
計
の
結
果
、
２
週
間
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
し
た
学
生
は
、
非
参
加
学
生
と
比
べ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
ス
コ
ア

が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
Ｄ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
短
期

派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
因
果
効
果
推
定
量
は
１
年
間
で
44・
３
点
の

改
善
と
な
っ
た
。
ま
た
傾
向
ス
コ
ア
を
用
い
た
補
正
を
か
け
た
因

果
効
果
推
定
量
は
39
点
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
統
計
的
に
も
有
意

な
値
を
示
し
た
。

　

２
週
間
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
期
間
を
考
慮
す
る
と
、
派
遣
時

に
行
わ
れ
た
授
業
の
み
の
効
果
と
し
て
語
学
力
が
向
上
す
る
の
で

は
な
く
、
派
遣
を
契
機
と
し
て
伸
び
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
広
島
大
学
で
は
、
４
年
ま
た
は
６
年
の
在
学

期
間
に
お
け
る
語
学
力
向
上
の
推
移
を
可
視
化
す
る
た
め
、
全
学

生
に
個
人
別
到
達
期
待
値
を
設
定
し
た
。
各
学
生
の
入
学
時
の
英

語
力
を
基
準
と
し
て
、
卒
業
ま
で
の
半
年
ご
と
に
到
達
す
る
目
標

と
し
て
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ 

Ｌ
＆
Ｒ
の
得
点
を
大
学
が
各
学
生
に
設
定

し
た
。
学
生
は
語
学
力
の
向
上
を
学
生
情
報
シ
ス
テ
ム
上
の
成
績

欄
で
常
に
確
認
で
き
る
と

と
も
に
、
チ
ュ
ー
タ
ー
も

参
照
す
る
こ
と
が
で
き
、

指
導
に
活
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。
グ
ラ
フ

に
は
、
同
時
に
、
就
職・

大
学
院
受
験
の
時
期
な
ど

の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
、
留
学

の
た
め
に
必
要
な
語
学

力
、
あ
る
い
は
勉
強
方
法

な
ど
も
表
示
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
統
計
、
教
育
、

語
学
、
行
動
経
済
学
の
各

専
門
家
が
、
海
外
派
遣
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
含
む
さ
ま
ざ

図表１　個人別到達期待値
1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

725 750 775
800 820 840900

800

700

600

500

400

300

200

100

0

860 880

就
職
活
動

大
学
院
入
試

学
部
卒
業

留学に必要な語学力=TOEIC730留学に必要な語学力=TOEIC730

あなたの実際の
リーディングスコア

あなたの英語到達期待値

期待値の平均
（学科）

あなたの実際の
リスニングスコア

小特集●海外留学体験の効果測定に対する取り組み
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ま
な
取
り
組
み
と
語
学
力
向
上
の
関
係
、
ま
た
以
下
に
述
べ
る
Ｂ

Ｅ
Ｖ
Ｉ
ス
コ
ア
と
の
相
関
の
分
析
を
開
始
し
て
い
る
。

３　
留
学
に
よ
る
情
動
的・

心
理
的
変
化
の
測
定

　

海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
語
学
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、

学
生
の
情
動
面
な
ど
内
面
的
成
長
も
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
。

⑴　

な
や
み

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満
足
度
調
査
、
学
生
に
よ
る
主
観
的
評
価

と
い
っ
た
間
接
評
価
、
あ
る
い
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
み
の
評

価
で
は
、
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
学
生
の
変
化
を
客
観
的
に
把

握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

自
己
評
価
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
な
ど
は
、

個
々
の
学
生
の
気
付
き
を
促
す
効
果
が
期
待
で
き
る
。
他
方
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
項
目
に
よ
っ
て
は
、
質
問
自
体
に
価
値
判
断
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
回
答
に
バ
イ
ア
ス
が
生
じ
る
恐
れ

が
あ
る
。
ま
た
、
自
己
評
価
の
問
題
点
と
し
て
は
、
変
化
の
程
度

を
他
者
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
多
数
の
学
生
ま
た
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
対
象
と
し

て
、
こ
の
よ
う
な
測
定・

評
価
、
評
価
に
基
づ
く
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
行

お
う
と
す
る
場
合
、
調
査
の
実
施・

分
析
に
ど
れ
だ
け
の
時
間・

コ
ス
ト
が
か
か
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
測
定
手
段
を
選
択
す
る

際
の
大
き
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
（
現
在
、
広
島
大
学
で
は
全
１

年
生
約
２
５
０
０
名
、
派
遣
受
け
入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
約
１

０
０
０
名
を
対
象
に
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
実
施
）。

　

そ
の
た
め
広
島
大
学
で
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
導
入
し
、
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
受
け
入
れ・

派
遣
）
の
効
果
測
定
と
評
価
を
行
う
こ
と

と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
学
生
自
身
に
よ
る
主
観

的・

間
接
的
評
価
で
は
な
く
、留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、学
生
の
国
際

感
覚
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
化
な
ど
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た

か
の
、
客
観
的・

直
接
的
評
価
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

⑵　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
で
何
が
測
定
で
き
る
か

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
数
十
年
か
け
て
培
わ
れ
たEquilintegration

理
論
ま
た
Ｅ
Ｉ
セ
ル
フ
に
基
づ
く
直
接
評
価
テ
ス
ト
で
、
人
の
心

理
構
造
の
中
核
部
分
（
欲
求・

自
己
）
か
ら
、
批
判
的
思
考
、
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
、
異
文
化
受
容
性
ま
で
幅
広
く
か
つ
包
括
的
な
測
定

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
北
米
で
は
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
、

パ
デ
ュ
ー
大
学
な
ど
約
60
の
高
等
教
育
機
関
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

国
内
の
私
立
大
学
で
は
、
す
で
に
龍
谷
大
学
、
関
西
大
学
が
利
用

し
て
お
り
、
上
智
大
学
で
も
本
年
度
の
導
入
が
決
定
し
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
心
理
測
定
学
の
基
準
お
よ
び
手
続
き
に
基
づ
い

て
、
１
９
９
０
年
代
初
頭
に
米
国
で
開
発
が
開
始
さ
れ
た
テ
ス
ト

で
、
日
本
人
学
生
の
デ
ー
タ
も
含
め
て
こ
れ
ま
で
数
万
件
の
デ
ー
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タ
を
対
象
に
７
回
の
因
子
分
析
が
実
施
さ
れ
た
。
質
問
項
目
を
絞

り
込
む
と
と
も
に
、
理
論
と
統
計
デ
ー
タ
と
の
整
合
性
を
取
り
つ

つ
開
発
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
能
力
な
ど
を
客
観
的
に
測
定
す

る
場
合
の
問
題
点
と
し
て
、
あ
る
程
度
社
会
性
の
あ
る
人
で
あ
れ

ば
、
自
分
に
そ
の
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
と
は
関
係
な
く
、
社
会

的
な
価
値
観
に
基
づ
い
て
回
答
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
排
除
す
る
た
め
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
の

質
問
項
目
は
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
に
関
す
る
表
現
ま
た
文
化
的
バ

イ
ア
ス
を
排
除
す
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
利
用
が
可
能
で
あ
り

（
所
要
時
間
20
～
30
分
）、
日
本
語
版
：http://w

w
w

.bevi-j.
com

/

、
英
語
版
：http://w

w
w

.bevi-s.com
/

の
双
方
が
利
用
で

き
る
。
背
景
情
報
に
関
す
る
質
問
項
目
、
信
条・
価
値
観・

世
界

観
に
関
す
る
質
問
項
目
、
お
よ
び
三
つ
の
質
的
な
「
経
験
に
対
す

る
内
省
的
」
質
問
項
目
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
回
答
デ
ー
タ
は
自

動
的
に
統
計
処
理
が
行
わ
れ
、Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
ツ
ー
ルhttp://w

w
w

.
bevi-adm

in.com
/

か
ら
30
以
上
の
視
点
（
留
学
前
後
の
変
化
、

グ
ル
ー
プ
内
の
分
布
、
性
別・

留
学
な
ど
へ
の
関
心
度
別
な
ど
）

の
分
析
結
果
を
即
座
に
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

⑶　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
前

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
始
前
の
グ
ル
ー
プ
の
全
体
的
な
傾
向
の
例
を
次

頁
に
示
す
。

　

約
２
倍
の
応
募
者
の
中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ａ
の
学
生
グ
ル
ー
プ
（
図
表
２
）
と
比
較
し
て
も
、
長
期
留
学

に
派
遣
さ
れ
る
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｂ
の
学
生
グ
ル
ー
プ
（
図
表
３
）

は
、
異
文
化
受
容
性
に
関
す
る
15
、
17
の
尺
度
が
既
に
高
い
数
値

を
示
し
て
い
る
。
他
方
、
尺
度
全
体
に
つ
い
て
は
、
双
方
の
グ
ル
ー

プ
共
に
、
ほ
ぼ
同
じ
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
人

学
生
（
図
表
２
お
よ
び
３
）
と
外
国
人
学
生
（
図
表
４
お
よ
び
５
）

の
比
較
か
ら
は
、
日
本
人
学
生
の
ス
コ
ア
の
パ
タ
ー
ン
が
こ
れ
ら

の
学
生
と
は
全
く
異
な
り
、
出
身
国
に
よ
っ
て
も
パ
タ
ー
ン
が
異

な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
る
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
始
さ
れ
る
前

に
、
当
該
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
な
学
生
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の

か
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
開

始
前
の
学
生
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
以
下
に
示
す
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
の
変
化
を
示
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

⑷　

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
後
の
変
化

　

２
週
間
の
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ａ
）
の

後
、
学
生
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
示
す
グ
ラ
フ
（
図
表

６
）
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
前
（
Ｔ
１
）
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
（
Ｔ
２
）
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に
お
い
て
、
15
、
17
の
尺
度
で
ス
コ
ア
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

他
方
、
別
の
２
週
間
の
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ｅ
の
例
（
図
表
７
）
で
は
、Ecological Res-

onance

は
大
き
く
上
昇
し
て
い
る
が
、
他
の
ス

コ
ア
が
下
降
し
て
お
り
、
こ
の
派
遣
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、
異
文
化
受
容
性
の
分
野
で
、
何
ら
か

の
問
題
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
使
用
し
た
グ
ラ
フ
は
、
グ
ル
ー
プ

全
体
の
平
均
ス
コ
ア
を
示
し
て
い
る
た
め
、
グ

ル
ー
プ
内
で
の
学
生
の
ス
コ
ア
分
布
が
不
明
で

あ
り
、
ま
た
平
均
で
あ
る
た
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
前

後
の
変
化
が
相
殺
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

図
表
８
の
グ
ラ
フ
は
、
異
文
化
受
容
性
な
ど
を

基
準
と
し
て
、グ
ル
ー
プ
を
下
位
30
％
、中
位
40 

％
、上
位
30
％
の
サ
ブ・

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
こ

れ
ら
の
サ
ブ・

グ
ル
ー
プ
が
17
の
尺
度
に
お
い

て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
示
し
て
い
る
。

　

図
表
６
と
図
表
８
は
同
じ
短
期
派
遣
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し

て
ス
コ
ア
が
上
昇
し
て
い
る
と
と
も
に
、
最
も

図表２　派遣プログラムＡ
　　　　　　　（日本人学生１年生短期）

図表４　受け入れプログラムＣ

図表３　派遣プログラムＢ
　　　　（日本人学生長期）

図表５　受け入れプログラムＤ
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準
備
の
で
き
て
い
な
か
っ
た
下
位
グ
ル
ー
プ
に
、
大
き
な
変
化
を

生
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑸　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
を
実
施
し
た
結
果
、
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
多
く
の
分
析
か
ら
、
そ
の
多
く
は
常
識

的
で
は
あ
る
が
、
以
下
の
こ
と
を
客
観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・

短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
学
生
は
変
化
す
る

・
 

異
文
化
受
容
性
な
ど
が
低
い
学
生
ほ
ど
変
化
が
生
じ
や
す
い

・
 

異
文
化
受
容
性
な
ど
が
既
に
高
い
学
生
（
長
期
派
遣
に
選
抜
さ

れ
る
学
生
、
帰
国
子
女
）
は
変
化
が
小
さ
い
傾
向

・
 

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
た
目
的
（
語
学
、
異
文
化
理
解
、

専
門
教
育
、
研
究
）
と
学
生
（
文
系
学
生
と
理
系
学
生
）
に
よ

り
変
化
の
傾
向
が
異
な
る

お
わ
り
に

　

Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
は
、
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
生
の
学

修
成
果
を
可
視
化
す
る
の
に
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え

る
。
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
の
利
用
は
、
単
に
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
分
析・

評
価
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
長
期
派
遣
中
の
学
生
グ
ル
ー

プ
の
モ
ニ
タ
ー
、
帰
国
後
数
ヶ
月
を
経
た
後
の
振
り
返
り
も
含
む

Ｔ
３
で
の
使
用
、
海
外
学
生
と
日
本
人
学
生
を
対
象
と
し
た
受
け

入
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
で
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
Ｉ
以
外
に
も
、
Ｉ
Ｄ
Ｉ
（Intercultural 

D
evelopm

ent Inventory

）
を
始
め
多
数
の
ツ
ー
ル
が
利
用
で

き
、
客
観
的
な
効
果
測
定
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ツ
ー
ル

を
用
い
た
多
様
な
測
定
、
学
生
の
学
修
成
果
の
可
視
化
、
そ
れ
に

基
づ
くT

ransform
ative Learning

と
し
て
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
評
価
、
ま
た
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
施
が
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。 

図表６　派遣プログラムＡ前後の比較

図表７　派遣プログラムＥ前後の比較

図表８　派遣プログラムＡ前後の比較（サブ・グループ別）
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は
じ
め
に

　

立
教
大
学
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
（
以
下
、
Ｃ
Ｉ

Ｃ
）
は
、
変
化
を
続
け
る
世
界
の
中
で
、
複
数
の
視
点
か
ら
も
の

ご
と
を
考
え
、
柔
軟
な
思
考
力
を
も
っ
て
実
践
的
に
問
題
と
向
き

合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
で
「
異
な
る
」
他
者
と
共
生
し
、
持

続
可
能
な
未
来
を
創
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
２
０
０
８
年
に
設
置
さ
れ
た
新
し
い
学
部
で
あ
る
。

学
部
開
設
以
来
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、「
知
識
と
実
践

の
往
還
」、「
自
ら
が
考
え
行
動
す
る
」
と
い
う
視
点
を
意
識
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
展
開
し
て
お
り
、
国
の
内
外
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ

ま
な
現
場
で
展
開
す
る
科
目
を
数
多
く
学
生
に
提
供
し
て
い
る
。

１　
正
課
と
し
て
の「
海
外
留
学
研
修
」

　
「
海
外
留
学
研
修
」
は
、
原
則
と
し
て
全
て
の
学
生
が
２
年
次
の

秋
学
期
に
履
修
す
る
科
目
で
あ
り
、
参
加
学
生
は
、
半
期
か
ら
１

年
、
海
外
の
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ
が
選
択
し
た
科
目
を
履
修
し
な
が

ら
、
学
部
か
ら
の
課
題
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
単
位
を
修
得
す

る
。
こ
の
科
目
は
、
い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
で
は
な
い
た
め
、
留
学

先
の
大
学
で
単
位
を
修
得
し
た
と
し
て
も
、
学
部
の
課
題
を
提
出

し
な
け
れ
ば
、
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、

「
海
外
留
学
研
修
」
は
「
留
学
」
で
は
な
く
、
留
学
前
ま
で
の
学
び

を
現
場
で
自
分
の
「
知
」
に
す
る
た
め
に
学
部
が
位
置
付
け
た
正

課
の
「
科
目
」
な
の
で
あ
る
。

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
、「
海
外
留
学
研
修
」
を
２
年
次
秋
学
期
に
置
い
て
い

る
の
は
、
３
年
次
、
４
年
次
に
お
け
る
個
々
の
学
生
の
学
び
を
有

意
義
な
も
の
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
に
は
、「
言
語
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」「
通
訳・

翻
訳
」「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
」
と
い
う
四
つ
の
領
域
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
学
生
は

３
年
次
に
そ
の
中
か
ら
一
つ
の
領
域
を
選
択
し
て
関
連
す
る
科
目

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

目
的
を
明
確
化
し
た
効
果
測
定
を
目
指
し
て

池
田 

伸
子
●
立
教
大
学
副
総
長
（
国
際
化
推
進
担
当
）、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
教
授
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を
履
修
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
研
究
を
完
成
さ
せ
て
い
く
。
い
わ

ゆ
る
、
学
部
内
のLate Specialization

で
あ
る
。
卒
業
時
に
個
々

の
学
生
が
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
４
年
間
に
充
実
感・

満
足
感・

達
成
感
を

持
て
る
か
ど
う
か
は
、
３
年
次
に
自
分
が
本
当
に
学
び
た
い
領
域

を
選
択
で
き
た
か
ど
う
か
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
学
生

に
と
っ
て
領
域
の
選
択
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
履
修

要
項
や
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
そ
れ
を
学
生
に
伝
え
る
だ
け
で
は
、

学
生
を
自
ら
主
体
的
に
考
え
た
履
修
行
動
に
導
く
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
１
年
次
か
ら
２
年
次
春
学
期
ま
で
の
学
び
を
振
り
返
り
、

自
分
の
興
味
は
ど
の
方
向
に
向
い
て
い
る
の
か
を
考
え
る
た
め
の

科
目
と
し
て
「
海
外
留
学
研
修
」
を
設
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、「
海
外
留
学
研
修
」
の
目
的
を
達
成
さ
せ
る
た
め

に
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
は
１
年
次
か
ら
２
年
次
春
学
期
に
必
要
な
科
目
を

置
い
て
い
る
。
ま
ず
、
入
学
時
の
学
生
の
多
く
は
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
何
が

学
べ
る
の
か
を
明
確
に
認
識
し
て
い
な
い
た
め
、
１
年
次
に
「
言

語・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
入
門
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル・

ス
タ

デ
ィ
ー
ズ
研
究
入
門
」
と
い
う
科
目
を
設
置
し
、
学
部
で
学
べ
る

領
域
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、「
海
外
留
学
研

修
」
は
「
留
学
」
で
は
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
さ
せ
、
Ｃ
Ｉ

Ｃ
で
の
４
年
間
の
学
び
を
具
体
的
に
デ
ザ
イ
ン
さ
せ
る
た
め
に
、

「College Life Planning

」
と
い
う
科
目
を
置
き
、「
海
外
留
学
」

が
学
生
の
目
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

科
目
の
目
的
が
い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
３
年
次
以
降
の
科
目
履
修
や
卒
業
研
究
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
伝
え
、
学
生
が
科
目
の
目
的
を
理
解
し
た
状

態
で
「
海
外
留
学
研
修
」
を
履
修
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
参
加
学
生
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
「
語
学
」
科
目
を
履
修
す

る
形
態
で
は
な
く
、
海
外
の
大
学
の
専
門
科
目
を
履
修
す
る
形
態

で
「
海
外
留
学
研
修
」
を
履
修
す
る
（
２
０
１
８
年
度
は
、
78
％

が
専
門
科
目
履
修
、
22
％
が
語
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
履
修
）
た
め
、
海

外
の
個
々
の
大
学
で
学
べ
る
科
目
に
つ
い
て
の
事
前
学
習
な
ど
も

「College Life Planning

」
の
中
で
行
い
、
海
外
で
学
ん
だ
こ
と

と
帰
国
後
の
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
学
び
を
よ
り
強
く
意
識
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

２　
「
海
外
留
学
研
修
」の
効
果
を
ど
う
測
る
か

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
正
課
科
目
で
あ
る
「
海
外
留
学
研
修
」
の
効
果
を
ど

う
測
る
か
に
あ
た
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
大
切
に
し
た
の
は
、「
何
の
た

め
に
」「
何
を
測
定
す
る
か
」
と
い
う
２
点
で
あ
る
。
ま
ず
、「
何

の
た
め
に
」
効
果
を
測
る
か
、
つ
ま
り
効
果
測
定
の
目
的
に
つ
い

て
は
、
①
参
加
学
生
が
科
目
の
目
標
を
達
成
し
た
か
ど
う
か
を
評

価
す
る
た
め
、
②
「
海
外
留
学
研
修
」
の
科
目
の
改
善
、
と
い
う
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二
つ
を
設
定
し
た
。
そ
し
て
、「
何
を
測
定
す
る
か
」
に
つ
い
て

は
、
科
目
の
学
習
目
標
に
焦
点
を
合
わ
せ
、「
個
々
の
学
生
が
海
外

留
学
研
修
で
の
学
び
を
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
履
修
に
関
連
付
け
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
か
」
を
測
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
「
留
学
」
の
場
合
、
個
々
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
（
語
学
中

心
な
の
か
、
職
業
体
験
な
の
か
、
大
学
の
専
門
科
目
履
修
な
の
か
）

や
派
遣
先
（
日
本
と
生
活
環
境
が
似
て
い
る
場
所
な
の
か
、
全
く

異
な
る
環
境
な
の
か
）、
さ
ら
に
は
滞
在
形
態
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

の
か
寮
な
の
か
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
学
生
の
「
学
び
」
は
何
で
あ
る
の
か
を
明
確
に
し
た
上

で
、
何
の
た
め
に
何
を
測
定
す
る
か
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
の
場
合
、
個
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
詳
細
な
検
討
を
す
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
、
そ
の
効
果
を
外

国
語
能
力
の
伸
び
、
異
文
化
適
応
能
力
な
ど
の
観
点
か
ら
測
ろ
う

と
す
る
こ
と
が
多
く
、
前
者
の
場
合
は
外
国
語
の
外
部
試
験
の
ス

コ
ア
、
後
者
の
場
合
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や
当
該
の
測
定
ス
ケ
ー
ル
が

用
い
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
が
外
国
語

能
力
の
向
上
や
異
文
化
適
応
能
力
の
習
得
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ

う
し
た
効
果
測
定
の
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
何
の
問
題
も
な
い
。

し
か
し
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
「
海
外
留
学
研
修
」
の
目
的
は
、
参
加
学
生

が
海
外
の
大
学
の
授
業
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
、
海
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
経
験
し
た
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
の
３
年
次
以
降
の
履

修
に
結
び
付
け
、
さ
ら
に
実
際
の
履
修
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
外
国
語
能
力
の
伸
び
や
異
文

化
適
応
能
力
な
ど
は
あ
く
ま
で
も
副
次
的
な
効
果
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
は
科
目
の
学
習
目
標
と
関
連
さ

せ
た
形
で
効
果
を
測
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
単
に
効
果
を
測
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
効
果
測
定
そ

の
も
の
が
「
学
び
」
に
つ
な
が
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
形
式
で
は
な
く
、
半
日
を
か

け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
効
果
の
測
定
を
実
施
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
現
在
の
形
式
の
効
果
測
定
に
至
っ
た
の
は
、
前
述
し
た

効
果
測
定
の
目
的
の
②
「
海
外
留
学
研
修
」
の
改
善
を
経
た
結
果

で
あ
る
。「
海
外
留
学
研
修
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
時
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で

は
学
生
に
海
外
か
ら
「
留
学
先
の
言
語
で
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
」
や

「
海
外
体
験
を
通
し
た
学
び
に
つ
い
て
日
本
語
で
書
い
た
レ
ポ
ー

ト
」
を
提
出
さ
せ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
と
い
う
形
で

効
果
を
測
定
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
学
生
は
留
学
先
か
ら
レ
ポ
ー

ト
を
送
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
る
た
め
、

効
果
測
定
に
Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
深
く
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ

が
個
々
の
学
生
に
「
海
外
留
学
研
修
」
の
目
的
を
再
度
伝
え
た
り
、

Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
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な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
海
外
留
学
研
修
」
に
参
加
し
た
学

生
の
学
び
は
、「
自
分
の
外
国
語
能
力
の
不
十
分
さ
へ
の
気
付
き
」、

「
自
分
か
ら
積
極
的
に
相
手
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
へ
の

気
付
き
」
な
ど
、
語
学
や
異
文
化
体
験
に
関
連
す
る
も
の
に
集
中

し
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
が
意
図
し
た
「
３
年
次
以
降
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
何
を
学
ぶ

か
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
関
連
す
る
学
び
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で

き
た
学
生
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、「
海
外
留
学
研
修
」

の
学
習
目
標
達
成
に
結
び
付
け
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
担

当
教
員
が
検
討
し
、
学
び
を
通
し
た
効
果
測
定
と
い
う
形
式
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。

３　
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式
を
用
い
た
効
果
測
定

　

Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
「
海
外
留
学
研
修
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
①
海
外

で
の
自
分
の
生
活
を
振
り
返
る
、
②
海
外
で
の
経
験
の
中
か
ら
最

も
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
か
っ
た
出
来
事
を
一
つ
選
び
、
ス
ト
ー
リ
ー

を
完
成
さ
せ
る
、
③
各
自
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
す

る
、
④
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
学
び
を
見
直
す
、
⑤
今
後
の
学
び
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
、
と
い
う
流
れ
で
進
行
す
る
。「
海
外
留
学
研

修
」
か
ら
帰
国
し
た
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
６
人
程
度
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
活
動
を
行
い
、
各
グ
ル
ー
プ
に
配
置
さ
れ
た
す
で

に
「
海
外
留
学
研
修
」
を
経
験
し
た
３
、
４
年
生
が
活
動
を
導
い

て
い
く
。

　

こ
の
活
動
の
中
で
最
も
重
要
な
の
は
、
②
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
成

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
が
経
験
し
た
出
来
事
を
、
そ
の
出
来

事
に
至
る
経
緯
や
そ
の
と
き
の
状
況
、
心
情
な
ど
も
織
り
込
み
、

「
他
者
」
に
共
感
し
て
も
ら
え
る
（
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
）

ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
活
動
な
の
だ
が
、
一
人
一
人
の
学
生
が
し
っ

か
り
と
自
分
と
向
き
合
い
、
経
験
や
心
情
を
言
語
化
で
き
な
い
と
、

相
手
の
心
に
響
く
ス
ト
ー
リ
ー
に
な
ら
な
い
。
い
ま
の
学
生
は
、

あ
る
意
味
「
器
用
」
な
の
で
、
個
々
の
経
験
を
上
手
に
プ
レ
ゼ
ン

す
る
こ
と
は
難
な
く
で
き
る
の
だ
が
、
単
な
る
事
実
の
羅
列
で
は

な
く
、「
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
」「
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
の
か
」「
な

ぜ
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
か
」
な
ど
を
深
く
内
省
し
た
う
え
で
言

葉
を
絞
り
出
し
て
文
章
化
す
る
経
験
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

「
箇
条
書
き
で
は
だ
め
で
す
か
？
」「
ポ
イ
ン
ト
だ
け
メ
モ
し
て
お

い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
す
る
の
で
は
だ
め
で
す
か
？
」、
多
く
の
学
生
が

同
じ
質
問
を
投
げ
か
け
て
く
る
。
そ
ん
な
学
生
に
対
し
て
、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
例
を
示
し
、
時
間
を
か
け
て
自
分
な
り
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
作
ら
せ
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
海
外
留
学
研
修
」
で
の
学
び
を
個
々
の
学
生
が
し
っ
か
り
と

自
分
の
血
肉
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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そ
し
て
、
学
生
が
自
分
の
学
び
を
言
語
化
し
、
自
分
の
血
肉
に

で
き
た
段
階
で
、
次
に
重
要
な
「
④
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
学
び
を
見
直
す
」

活
動
に
入
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
中
で
展
開
さ
れ
る
科
目
と
そ
の
概
要
を

読
み
、「
自
分
の
学
び
と
結
び
付
け
て
」
３
年
次
以
降
に
履
修
し
た

い
科
目
を
選
択
さ
せ
る
。
そ
の
際
に
、
た
だ
い
く
つ
か
の
科
目
を

選
ば
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
ど
の
部
分
が

そ
の
科
目
の
履
修
と
関
係
し
て
い
る
の
か
を
き
ち
ん
と
こ
と
ば
で

説
明
さ
せ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
う

ま
く
話
せ
な
か
っ
た
の
で
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
履
修
し

た
い
」
と
い
っ
た
よ
う
な
浅
い
関
連
付
け
を
指
摘
し
、
意
味
の
あ

る
科
目
履
修
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
「
④
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
学
び
を
見
直
す
」
活
動
を

導
入
す
る
こ
と
に
し
た
の
も
、「
海
外
留
学
研
修
」
の
改
善
を
目
指

し
た
か
ら
で
あ
る
。
導
入
以
前
は
、「
海
外
で
自
分
の
言
い
た
い
こ

と
が
言
え
な
か
っ
た
の
で
、
も
っ
と
外
国
語
科
目
が
履
修
し
た

い
」、「
教
室
に
い
ろ
い
ろ
な
背
景
の
学
生
が
い
た
の
で
多
文
化
共

生
を
履
修
し
た
い
」
な
ど
、
非
常
に
浅
い
内
容
が
多
か
っ
た
が
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
④
の
段
階
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

し
っ
か
り
と
自
分
の
学
び
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
に
関
連
付
け
た
科
目

履
修
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
、
前
述
し
た
①
か
ら
④
は
主
と
し

て
「
学
び
を
促
す
」
活
動
で
あ
り
、「
海
外
留
学
研
修
」
の
評
価

は
、
最
終
的
に
学
生
が
作
成
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
行
う
。
海

外
で
の
経
験
と
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
学
び
（
選
択
す
る
領
域
や
履
修
し
よ

う
と
す
る
科
目
）
と
の
関
連
性
が
明
確
で
、
一
貫
性
が
あ
り
、
表

面
的
な
も
の
で
な
い
こ
と
が
評
価
の
基
準
と
な
り
、
教
員
が
２
、

３
名
で
評
価
を
実
施
す
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
学
生

か
ら
は
、
こ
の
活
動
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｉ
Ｃ
で
の
学
び
や
目
標
が
明
確

に
な
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
数
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
学
び
と

評
価
が
一
体
化
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
は
、
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
余
談
で
あ
る
が
、
こ
の
活
動
に
参
加

す
る
３
、
４
年
生
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
成
長
に
は
、
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。「
海
外
留
学
研
修
」
の
効
果
を
測
定
す
る
と
い

う
こ
と
が
第
１
の
目
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
参
加
す
る
学
生
全
て

の
学
び
に
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
点
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

大
き
な
利
点
で
あ
る
。

４　
よ
り
客
観
的
な
効
果
測
定
の
た
め
に

　

い
わ
ゆ
る
「
留
学
」
で
は
な
く
、
Ｃ
Ｉ
Ｃ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
海
外
留
学
研
修
」
の
効
果
測
定
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
今
後
は
、
さ
ら
に
客
観
的
な
効
果
測
定

を
行
っ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
現
在
実
施
し
て
い
る
の
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は
、
学
生
の
書
い
た
レ
ポ
ー
ト
を
用
い
た
効
果
測
定
で
あ
る
た
め
、

そ
れ
が
本
当
に
学
生
の
履
修
行
動
に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
、
個
々

の
学
生
の
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
と
ど
の
よ
う
に
結
び
付
い
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

　

今
後
は
、
個
々
の
学
生
の
履
修
行
動
、
卒
業
研
究
の
テ
ー
マ
を

レ
ポ
ー
ト
に
関
連
さ
せ
た
調
査
を
実
施
し
、そ
の
結
果
を
「
海
外
留

学
研
修
」
の
さ
ら
な
る
改
善
に
結
び
付
け
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
海
外
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｃ
も
例
外
で
は
な
く
、「
海
外

留
学
研
修
」
以
外
に
も
「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド・

ス
タ
デ
ィ
」、「
海

外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
な
ど
を
学
部
正
課
科
目
と
し
て
展
開
し

て
い
る
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
以
上
、
効
果
の
測
定
は

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「
海
外
＝
外
国
語
能
力
、
異
文
化

適
応
能
力
」
の
よ
う
な
安
易
な
形
の
効
果
測
定
で
は
な
く
、
そ
の

海
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
は
何
な
の
か
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

何
の
た
め
に
何
を
測
定
す
る
の
か
を
考
え
て
効
果
を
測
定
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
、
強
く
感
じ
て
い
る
。 
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は
じ
め
に

　

成
蹊
大
学
に
は
夏
期
ま
た
は
春
期
休
暇
中
に
約
１
ヵ
月
間
の
短

期
留
学
を
行
う
制
度
が
あ
り
、
現
在
は
九
つ
の
協
定
校
に
お
い
て
、

語
学
研
修
や
専
門
科
目
の
履
修
、
現
地
学
生
と
の
交
流
な
ど
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
を
、
中・

長

期
留
学
の
準
備
と
し
て
利
用
す
る
学
生
も
増
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
背
景
か
ら
、
拙
論
「
海
外
語
学
短
期
留
学
の
効
果

―
学
生
の

言
語
的・

情
意
的
側
面
に
見
ら
れ
る
変
化

―
」（
２
０
１
４
年
、

林
千
賀
氏
（
成
蹊
大
学
）
と
共
著
）
で
は
、
協
定
校
の
一
つ
で
あ

る
英
国
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
で
の
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果

測
定
を
目
的
と
し
て
、
参
加
学
生
の
言
語
面・

情
意
面
に
お
け
る

変
化
を
検
証
し
た
。
本
稿
で
は
当
該
論
文
の
結
果
か
ら
効
果
測
定

方
法
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
短
期
留
学
効
果
測
定
研
究
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
手
法
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

１　
効
果
測
定
手
法：量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
実
践

　

一
般
に
、
留
学
を
経
験
し
た
学
生
が
留
学
後
に
技
能
や
自
信
を

向
上
さ
せ
、
以
後
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
を
高
め
る
傾
向
に
あ
る

と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
効
果
が
短
期
留
学
に
お
い
て
も
見
込
め
る
の
か
と
い
う

点
に
お
い
て
は
研
究
者
間
で
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
実
証
的
研

究
も
い
ま
だ
充
実
し
て
い
る
と
言
い
難
い
。
そ
こ
で
拙
論
で
は
、

留
学
前
後
の
学
生
の
言
語
面
お
よ
び
情
意
面
の
変
化
の
有
無
と
そ

の
内
容
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
把
握
す
る
た
め
に
測
定
手
法
と

し
て
量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
両
方
を
取
り
入
れ
た
。
効
果
測

定
に
定
量
的
方
法
の
み
を
用
い
る
場
合
、
各
数
値
の
意
味
や
背
景

要
因
に
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
じ
数
値
で
表
さ

れ
た
各
学
生
の
〝
変
化
〟
の
具
体
的
な
内
容
は
、
質
的
調
査
に
よ
っ

て
の
み
、
よ
り
つ
ま
び
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
。

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

海
外
短
期
留
学
の
効
果
測
定
手
法
を
考
え
る
─
量
的・

質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
有
用
性

鈴
木 

理
恵
●
慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
（
２
０
１
８
年
３
月
ま
で
成
蹊
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
）
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２　
測
定
方
法
の
詳
細

　

調
査
対
象
は
成
蹊
大
学
の
学
生・

大
学
院
生
の
う
ち
、
２
０
１

１
年
度
夏
期
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
19
名
で
あ
る
。

学
生
は
１
家
庭
に
１
人
ず
つ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式
で
大
学
近
辺

に
滞
在
し
、
午
前
に
英
語
の
授
業
２
コ
マ
、
午
後
に
英
語
の
授
業

１
コ
マ
を
受
講
す
る
ほ
か
、
授
業
に
関
連
し
た
学
外
活
動
（
例
：

街
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
美
術
館
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
現
地

の
人
々
と
の
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
に
参
加
し
た
。
な
お
、
実

際
の
授
業
の
雰
囲
気
、
学
生
の
授
業
内
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
へ
の
積

極
性
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
で
き
る
だ
け
直
接
把
握
す
る
た
め
、

授
業
担
当
者
の
同
意
を
得
て
４
回
分
の
授
業
の
録
画
を
行
っ
た
。

　

英
語
能
力
測
定
に
は
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
（Com

puterized A
ssess-

m
ent System

 for English Com
m

unication

：
㈱
教
育
測
定

研
究
所
）
を
用
い
た
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
日
常
生
活
、
学
校
生
活
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
４
分
野
【
語
彙
の
知
識
】【
表
現
の
知
識
】【
リ
ス

ニ
ン
グ
で
の
大
意
把
握
力
】【
具
体
情
報
の
聞
き
取
り
能
力
】
に

よ
っ
て
測
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
試
験
で
あ
る
。
テ
ス
ト

は
分
野
に
応
じ
た
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
か
れ
て
お
り
、
各
セ
ク
シ
ョ

ン
は
２
５
０
点
配
点
で
合
計
１
０
０
０
点
満
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
採
用
は
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

測
定
を
目
的
と
し
、
か
つ
複
数
の
英
語
変
種
を
扱
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
英
語
で
や
り
と
り
す
る
場
合
に

必
要
な
英
語
力
を
学
生
が
ど
の
程
度
身
に
付
け
て
い
る
か
測
定
で

き
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

情
意
面
に
お
け
る
変
化
は
ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
用

い
て
調
査
し
た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
主
に
短
期
留
学
へ
の
思

い
や
英
語
学
習
状
況
の
現
状
に
関
し
て
、
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

主
に
英
語
学
習
状
況
や
学
習
意
欲
に
お
け
る
変
化
の
有
無
、
留
学

後
の
自
身
の
変
化
に
対
す
る
気
付
き
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
ま
た
両

ア
ン
ケ
ー
ト
に
共
通
し
て
、
英
語
能
力
「
リ
ス
ニ
ン
グ
（
Ｌ
）」

「
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
（
Ｓ
）」「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
（
Ｒ
）」「
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
（
Ｗ
）」
の
各
４
技
能
に
対
す
る
自
己
評
価
（
10
段
階
）、
異
文

化
へ
の
興
味
と
寛
容
度
、
自
分
の
考
え
を
相
手
に
伝
え
る
際
の
心

理
的
抵
抗
感
に
関
す
る
質
問
を
含
め
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
学
生

と
調
査
者
１
対
１
の
半
構
造
化
形
式
を
と
り
、
学
生
の
同
意
を
得

て
ビ
デ
オ
録
画
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
内
容
に
即
し
て
回
答

の
理
由
や
背
景
を
尋
ね
、
約
20
分
間
の
や
り
と
り
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終
了
直
後
、
５
分
程
度
の
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
テ
ス
ト
を
行
っ
た
。
テ
ス
ト
は
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
と
調
査
者

と
の
簡
単
な
会
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
自
己
紹
介
ス
ピ
ー
チ
は
、
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事
前
調
査
で
は
留
学
先
で
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
紹
介
時
、

事
後
調
査
で
は
次
回
、
海
外
に
出
る
時
に
、
そ
こ
で
出
会
う
人
々

へ
の
紹
介
時
を
想
定
さ
せ
た
。
適
当
な
紹
介
内
容
が
思
い
浮
か
ば

な
い
場
合
を
考
慮
し
、
幾
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
例
を
記
し
た
カ
ー
ド

を
見
せ
、
準
備
時
間
２
分
を
与
え
た
上
で
１
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を

行
わ
せ
た
。
会
話
テ
ス
ト
は
、
調
査
者
が
学
生
に
「
こ
れ
か
ら
数

分
間
英
語
で
会
話
し
ま
し
ょ
う
」
と
伝
え
た
後
、
今
回
の
留
学
に

関
連
し
た
質
問
を
英
語
で
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
や
り

と
り
が
約
２
分
間
続
く
よ
う
に
し
た
。
分
析
の
対
象
は
、
語
彙・

表
現・

文
法
の
正
確
さ
、
言
い
よ
ど
み
や
沈
黙
の
回
数
と
長
さ
、

話
の
内
容
の
深
さ
、
会
話
に
対
す
る
姿
勢
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、

本
テ
ス
ト
は
学
生
に
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
終
了
時
に
知
ら
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
事
前
準
備
の
余
地
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
た
。

３　
測
定
結
果
と
考
察

⑴　

言
語
面
に
お
け
る
変
化

　

参
加
学
生
の
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
ス
コ
ア
を
留
学
前
後
で
比
較
し
た
結

果
、
全
体
の
平
均
点
は
事
前
テ
ス
ト
５
５
５
点
、
事
後
テ
ス
ト
５

７
９
点
と
な
り
、
こ
れ
を
t
検
定
（
対
応
あ
り・

両
側
検
定
）
と

効
果
量
r
に
よ
り
検
証
し
た
結
果
、
伸
び
は
有
意
傾
向
に
と
ど
ま
っ

た
（t=－1.89

（df=18

）, p<0.10, r=0.41

）。
た
だ
し
、
セ
ク
シ
ョ

ン
別
に
見
る
と
、
Ｓ
ｅ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
３
【
リ
ス
ニ
ン
グ
で
の
大
意

把
握
力
】
に
お
い
て
平
均
点
が
１
４
７
点
か
ら
１
６
１
点
に
有
意

に
上
昇
し
た
（t=－2.698

（df=18

）, p<0.05, r=0.54

）。
す
な
わ

ち
、
留
学
後
の
学
生
の
リ
ス
ニ
ン
グ
力
に
は
一
定
の
肯
定
的
変
化

が
認
め
ら
れ
た
と
い
え
る
。

　

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
結
果
の
質
的
分
析
か
ら
は
、
多
く
の

学
生
の
言
語
使
用
に
文
章
構
成
の
高
度
化
と
流
暢
さ
の
向
上
が
確

認
さ
れ
た
。
同
じ
学
生
の
留
学
前
後
の
自
己
紹
介
を
比
較
し
て
分

析
す
る
と
、
よ
り
豊
か
な
語
彙・

表
現
の
使
用
、
言
い
よ
ど
み
や

沈
黙
の
回
数
の
減
少
、
よ
り
長
い
一
文
の
使
用
、
ス
ピ
ー
チ
内
容

の
充
実
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
途
中
ま
で
言
い
か
け
た
文
を

自
ら
修
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
法
的
間
違
い
を
回
避
す
る
行
為

や
、
間
違
い
な
が
ら
も
話
し
続
け
る
ス
タ
イ
ル
が
新
た
に
見
ら
れ

た
。
ス
ピ
ー
チ
自
体
の
文
法
的・

語
彙
的
向
上
に
加
え
、
英
語
で

話
す
こ
と
自
体
へ
の
姿
勢
、
文
法
的
な
間
違
い
へ
の
抵
抗
感
に
も

変
化
が
見
ら
れ
た
と
考
察
さ
れ
る
。

　

前
述
の
結
果
の
背
景
と
し
て
、
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
授
業
内
容

や
授
業
外
課
題
の
傾
向
、
お
よ
び
学
生
の
日
々
の
英
語
使
用
頻
度

と
場
面
の
種
類
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
伺
え
る
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
資
料
や
授
業
の
録
画
デ
ー
タ
か
ら
は
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ・

リ

ス
ニ
ン
グ
を
行
う
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
多
さ
が
確
認
で
き
た
。
ま
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た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
、
授
業
関
連
活
動

以
外
に
学
生
が
英
語
を
使
用
し
た
場
と
し
て
、
街
で
の
買
い
物
／

交
通
機
関
の
利
用
／
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
会
話
の
場
面
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
面
で
共
通
し
て
求
め
ら
れ
る
の
は
、

「
相
手
が
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
力
」
で
あ
る

と
同
時
に
「
相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
き
る
力
」
で
あ
り
、

こ
う
し
た
力
が
授
業
内
外
で
の
経
験
を
通
し
て
鍛
え
ら
れ
た
と
推

測
で
き
る
。

⑵　

情
意
面
に
お
け
る
変
化

　

参
加
学
生
は
英
語
能
力
全
般
（
特
に
産
出
的
技
能
）
へ
の
自
信

を
高
め
、
英
語
学
習
意
欲
を
よ
り
明
確
に
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
積
極
性
を
向
上
さ
せ
た
こ
と
が
ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
結
果
か
ら
示
さ
れ
た
。

　

英
語
能
力
に
対
す
る
自
信
に
つ
い
て
は
、
各
技
能
の
ポ
イ
ン
ト

平
均
値
を
留
学
前
後
で
比
較
し
、
t
検
定
お
よ
び
効
果
量
r
に
よ

る
検
定
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
４
技
能
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト

の
上
昇
が
有
意
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
平
均
値
の
高

い
技
能
の
順
序
は
留
学
前
後
で
共
通
し
てL>R>W

>S

で
あ
り
、

変
化
が
な
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
事
前・

事
後
調
査
間

の
ポ
イ
ン
ト
差
の
大
き
な
順
はS>W

>L>R

で
あ
り
、
学
生
は
他

技
能
に
比
べ
て
自
信
が
低
か
っ
た
技
能
に
対
し
て
、
よ
り
自
信
を

高
め
た
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
事
前
調
査
で
の
ポ
イ
ン
ト
が

最
も
低
か
っ
た
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
１・

47
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
を
有

意
に
示
し
て
い
る
（t=－4.916, p<0.01, r=0.76

）。
次
に
ポ
イ
ン

ト
が
低
か
っ
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
も
、
１・

26
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
を

有
意
に
示
し
て
い
る
（t=－3.618, p<0.01, r=0.65

）。
こ
の
こ
と

は
、
参
加
学
生
が
自
分
の
産
出
的
技
能
に
対
す
る
自
信
の
低
さ
を
、

留
学
に
よ
っ
て
や
や
解
消
さ
せ
た
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
参
加
学
生
の
留
学
前
か
ら
の
英
語
学
習
意
欲
の
高
さ
と

英
語
産
出
的
技
能
へ
の
不
安
、
同
側
面
に
お
け
る
留
学
後
の
変
化

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
参
加
学
生
全

員
が
「
英
語
力
を
伸
ば
し
た
い
」
と
考
え
、
そ
の
多
く
が
こ
れ
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
理
由
の
一
つ
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。

同
時
に
、
学
生
の
多
く
が
留
学
に
何
ら
か
の
不
安
を
抱
え
て
お
り
、

自
分
の
英
語
の
産
出
的
技
能
に
不
安
が
あ
る
と
答
え
た
者
が
最
も

多
か
っ
た
（
こ
れ
は
、
前
述
の
英
語
能
力
自
己
評
価
の
ポ
イ
ン
ト

値
傾
向
と
も
一
致
す
る
）。
た
だ
、
今
回
の
留
学
へ
の
期
待
と
し
て

は
「
新
し
い
経
験
が
で
き
そ
う
」
と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
、
こ

れ
に
「
英
語
力
が
つ
き
そ
う
」
と
い
う
回
答
が
続
い
た
。
つ
ま
り
、

参
加
学
生
は
普
段
か
ら
英
語
力
向
上
を
願
い
、
現
状
の
自
己
の
英
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語
力
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
不
安
を
感
じ
な
が
ら
も
、
新
し

い
経
験
の
獲
得
や
英
語
力
向
上
を
期
待
し
つ
つ
留
学
を
決
め
る
傾

向
に
あ
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
事
後
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
、
参
加
学
生
全
員
の
英
語
学
習
意
欲
が
変
化
し
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
自
己
の
英
語
力
不
足

へ
の
気
付
き
と
そ
れ
に
対
す
る
苛
立
ち
、
英
語
力
向
上
の
必
要
性

の
再
認
識
、
向
上
へ
の
願
望
の
高
ま
り
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
語

ら
れ
た
。
ま
た
、
英
語
力
向
上
の
た
め
、
多
く
の
学
生
が
留
学
後

に
明
確
な
目
的
を
も
っ
て
新
た
な
学
習
方
法
を
試
し
た
／
試
そ
う

と
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
全
般
に
対
す
る
積
極

性
が
向
上
し
て
い
る
様
子
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ

ス
ト
か
ら
観
察
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
事
後
調
査
に
お
け
る
自
己
紹

介
ス
ピ
ー
チ
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
よ
り
自
己
開
示
度
が
高

い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
聞
き
手
の
立
場
を
よ
り
意
識
し

た
構
成
の
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
自
分
の
こ
と
を
相
手
に

分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
背
景
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
回
答
形

式
部
分
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
、
英
語

を
話
す
こ
と
へ
の
抵
抗
の
減
少
が
あ
る
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
経
験
を
通
し
て
、
意
識
に
変

化
が
生
じ
た
過
程
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
た
。
第
二
に
、
知
ら

な
い
こ
と
を
人
に
尋
ね
る
場
合
の
羞
恥
心
の
減
少
が
あ
る
。
事
後

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
、
恥
ず
か
し
さ
を
恐
れ
ず
に
聞
い
て
み
た
経

験
を
通
し
て
、
よ
り
積
極
的
に
自
ら
情
報
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
言
葉
が
複
数
あ
っ
た
。
第
三
に
、
自
己
開
示
に
対
す
る

抵
抗
の
減
少
が
挙
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
同
項
目
に
関
す
る
事
後
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
自
己
開
示
に
「
や
や
抵
抗
が
あ
る
」
を
選
ん
だ

学
生
が
減
少
し
、「
あ
ま
り
抵
抗
が
無
い
」
を
選
ん
だ
学
生
が
増
え

た
。
回
答
に
変
化
が
あ
っ
た
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
尋
ね
る

と
、
意
思
表
示
を
求
め
ら
れ
る
経
験
を
通
し
て
、
意
見
や
考
え
を

相
手
に
は
っ
き
り
と
伝
え
る
こ
と
の
重
要
性
に
気
付
き
、
自
ら
の

意
識
が
変
化
し
て
い
っ
た
過
程
を
詳
細
に
語
っ
た
。
第
四
に
、
物

事
に
対
す
る
自
主
性
の
芽
生
え
も
示
さ
れ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

中
で
、あ
る
学
生
は
、留
学
環
境
を
「
ど
う
し
て
も
自
分
で
や
ら
な

き
ゃ
い
け
な
い
状
況
」
と
描
写
し
、
自
分
で
問
題
解
決
を
す
る
経

験
を
通
し
て
自
ら
積
極
的
に
動
く
境
地
に
達
し
た
経
緯
を
語
っ
た
。

　

以
上
、
当
該
短
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
は
学
生
の
言
語
面
に

若
干
の
、
そ
し
て
情
意
面
に
は
比
較
的
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し

た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
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４　
測
定
方
法
の
再
検
討

　

前
項
が
示
す
よ
う
に
、
留
学
の
効
果
を
複
数
の
方
法
を
用
い
て

詳
細
に
測
定
す
る
こ
と
は
、
学
生
の
変
化
を
よ
り
多
角
的
か
つ
深

く
知
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
特
に
、
選
択
回
答
形
式
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
明
ら
か
に
な
っ
た
詳
細
や
背
景
を
、
自
由
回
答

形
式
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

各
学
生
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
に
回
答
し
た
の
か
が
分
か
る
。
そ
の
意
味
で
、
量
的・

質
的
ア

プ
ロ
ー
チ
を
同
時
に
採
用
す
る
こ
と
は
、
留
学
の
効
果
検
証
に
は

不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
手
法
の
実
施
に
は
困
難
も
伴
う
。
ま

ず
、
本
調
査
が
調
査
対
象
者
数
の
少
な
さ
ゆ
え
に
可
能
で
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。
実
際
、
学
生
１
人
当
た
り
に
か
け
ら
れ
た
デ
ー

タ
収
集
時
間
だ
け
で
も
、
事
前・

事
後
調
査
合
わ
せ
て
４
時
間
に

及
ぶ
。
ま
た
、
一
日
に
全
て
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
調
査
対
象
者

の
体
力
的・

精
神
的
負
担
が
大
き
く
、
ひ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
デ
ー
タ
の
精
度
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。
質
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
効
果
測
定
に
取
り
込
む
場
合
に
、
調
査

対
象
者
が
増
え
れ
ば
測
定
結
果
の
一
般
性
が
上
が
る
可
能
性
は
見

込
め
る
一
方
で
、
調
査
や
分
析
に
は
莫
大
な
時
間
と
労
力
を
要
す

る
。
こ
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
調
査
者
数
を
増
や
せ
ば
、
例

え
ば
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
に
お
け
る
評
価
基
準
を
ど
の
よ
う
に

調
査
者
間
で
共
有
し
維
持
す
る
か
な
ど
、
方
法
上
の
新
た
な
問
題

も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
情
意
面
に
お
け
る
変
化
を
意
識

調
査
の
形
式
に
よ
っ
て
定
量
的
手
法
の
み
で
測
定
す
れ
ば
、
結
果

は
表
面
的
な
レ
ベ
ル
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、「
留
学
」
の
ど
の
よ
う
な
要
素
が
学
生
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
の
か
、
学
生
本
人
が
認
識
し
て
い
る
と
は
限
ら
な 

い
。
調
査
者
が
事
前
に
影
響
関
係
要
因
を
可
能
な
限
り
想
定
し
、

そ
れ
を
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
質
問
群
に
反
映
さ
せ
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
提
示
さ
れ
た
学
生
の
内
省
的
な
語
り
か
ら
実

際
の
関
係
要
因
と
判
断
で
き
る
も
の
を
抽
出
し
、
個
々
の
変
化
の

過
程
に
つ
い
て
分
析
を
重
ね
る

―
こ
の
よ
う
な
地
道
な
手
順
を

踏
ん
で
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
留
学
効
果
測
定
研
究
に
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
導
か
れ
た
質
的
結
果
と
言

語
面
に
お
け
る
変
化
と
の
相
関
分
析
を
進
め
た
り
、
導
か
れ
た
質

的
結
果
の
さ
ら
な
る
解
明
を
主
眼
と
し
て
次
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
調
整
し
て
い
く
な
ど
、
調
査
目
的
に

応
じ
た
量
的・
質
的
両
ア
プ
ロ
ー
チ
の
効
果
的
な
採
用
が
望
ま
れ

る
。 
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は
じ
め
に

　

一
般
財
団
法
人　

日
本
ス
タ
デ
ィ・
ア
ブ
ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
（
以
下
、
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
は
、
海
外
で
活
躍
し
国
際
社
会
に

貢
献
す
る
日
本
人
を
育
成
す
る
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
下
、
世
界

12
カ
国
約
１
０
０
大
学
と
協
定
を
結
び
、
学
部
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
１
学
期
か
ら
１
学
年
間
の
ビ
ジ
テ
ィ
ン
グ・

ス
タ
デ
ィ
ア
ブ
ロ
ー

ド
）
を
企
画
し
、
設
立
以
来
数
多
く
の
大
学
生
を
海
外
協
定
大
学

へ
送
り
出
し
て
き
た
。
学
部
留
学
に
参
加
す
る
派
遣
生
に
つ
い
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
と
さ
れ
る
能
力
が
、
学
部
留
学
後
に
ど

の
程
度
備
わ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
の
か
を
測
定
す
べ
く
、
２
０
１

５
年
に
実
験
的
な
試
み
と
し
て
「
学
部
留
学
効
果
測
定
」
を
開
始
。

そ
の
後
、
２
年
間
の
派
遣
生
を
対
象
に
、
留
学
前・

留
学
後
の
自

己
評
価
の
変
化
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
必
要
な
資
質・

能
力
に
つ
い
て
、
例
え
ば�

※文
部
科
学
省
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
」
で
は
、「
広

い
視
野
に
立
っ
て
培
わ
れ
る
教
養
と
専
門
性
、
異
な
る
言
語
、
文

化
、
価
値
を
乗
り
越
え
て
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
と
協
調
性
、（
中
略
）
社
会
貢
献
の
意
識
な
ど
を
持
っ

た
人
間
」
と
定
義
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
提
言
を
踏
ま
え
、

当
団
体
の
考
え
る
学
部
留
学
の
教
育
的
効
果
な
ら
び
に
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
素
養
に
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
５
要
素
「
語
学
力
」「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
問
題
解
決
力
」

「
環
境
適
応
力
」
を
設
定
し
、
各
項
目
に
関
す
る
自
己
評
価
を
留
学

の
前
後
で
比
較
し
た
。

※�http://w
w
w
.m
ext.go.jp/b_m

enu/shingi/chukyo/�
chukyo3/047/siryo/__icsFiles/afieldfile/2012/02/14/�
1316067_01.pdf

小
特
集

海
外
留
学
体
験
の
効
果
測
定
に
対
す
る
取
り
組
み
―
海
外
短
期
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に

―

学
部
留
学
効
果
測
定
─
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
お
け
る
学
部
留
学
の
効
果

吉
岡 

大
輔
●
一
般
財
団
法
人 

日
本
ス
タ
デ
ィ・

ア
ブ
ロ
ー
ド・

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン 

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
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１　
効
果
測
定
方
法

　

下
図
の
と
お
り
５
要
素
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
設
問
化
し
、
次
の

よ
う
に
５
段
階
評
価
型
回
答
方
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　

５
：
率
先
し
て
行
動
が
と
れ
る
、
と
れ
る
自
信
が
あ
る

　

４
：
あ
て
は
ま
る
、
自
信
が
あ
る

　

３
：
行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
、
少
し
自
信
が
あ
る

　

２
：
場
合
に
よ
っ
て
あ
て
は
ま
る
が
、
自
信
は
あ
ま
り
な
い

　

１
：
あ
て
は
ま
ら
な
い

　

派
遣
生
に
は
、
留
学
の
前
後
に
ま
っ
た
く
同
じ
設
問
に
任
意
に

回
答
し
て
も
ら
い
、
留
学
前
後
の
自
己
評
価
を
集
計・

比
較
し
、

留
学
経
験
を
通
し
て
自
己
評
価
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
た
か

を
分
析
し
た
。
ま
た
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
で
成
長
し
た
か

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
留
学
後
に
特
に
派
遣
生
自
身

が
成
長
を
実
感
し
た
点
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
コ
メ
ン
ト
し
て
も

ら
っ
た
。

対
象
：�

Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
学
部
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
15
期
～
16
期
派
遣
生
（
２

０
１
５
年
春・

夏・

秋
派
遣
、
２
０
１
６
年
春・

夏
派
遣
）

有
効
回
答
者
数
：
１
４
９
名

留
学
先
：�

米
国
、
英
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

2015-2016 学部留学効果測定結果

環境適応力

問題解決力

留学前（平均）

留学後（平均）

リーダーシップ

語学力コミュニケーション力

4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0
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各
Ｊ
Ｓ
Ａ
Ｆ
協
定
大
学

留
学
期
間
：
１
学
期
～
１
学
年
間

２　
効
果
測
定
結
果

　

留
学
後
、
５
項
目
全
て
に
お
い
て
、
平
均
数
値
が
上
昇
し
た
。

ま
た
、
留
学
前
は
項
目
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
に
対
し
、

留
学
後
は
五
つ
の
能
力
要
素
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
っ
て
い
る
。「
語

学
力
」
は
平
均
２・

70
ポ
イ
ン
ト
か
ら
３・

79
ポ
イ
ン
ト
へ
飛
躍

的
に
上
昇
。
個
人
別
に
み
る
と
、
最
高
で
２・

75
ポ
イ
ン
ト
伸
び

た
派
遣
生
も
い
た
。「
留
学
当
初
に
あ
っ
た
、
発
言
す
る
前
に
英
文

を
考
え
て
か
ら
言
葉
に
す
る
と
い
う
過
程
が
無
く
な
っ
た
こ
と
を

実
感
す
る
」、「
授
業
に
お
い
て
も
、
春
よ
り
も
秋
の
ほ
う
が
先
生

の
言
っ
て
い
る
単
語
を
一
語
ず
つ
は
っ
き
り
と
聞
き
取
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」、「
リ
ス
ニ
ン
グ
力
は
留
学
当
初
と
比
べ
て
と
て
も
伸

び
た
と
感
じ
る
」
と
、
成
長
を
実
感
す
る
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。

　

次
に
大
き
く
伸
び
た
項
目
は
環
境
適
応
力
で
あ
り
、
平
均
３・

51
か
ら
４・

35
に
上
昇
。
次
い
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が

平
均
３・

00
か
ら
３・

57
、
問
題
解
決
力
が
平
均
３・

09
か
ら
３・

80
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
平
均
３・

50
か
ら
４・

00
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
上
昇
し
た
。
特
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
お
い
て

は
、「
米
国
に
来
て
か
ら
、
何
も
言
わ
な
い
で
も
相
手
は
理
解
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
、
言
わ
な
く
て
も
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
考

え
が
通
用
し
な
い
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
ど
ん

な
些
細
な
こ
と
で
も
自
分
の
考
え
や
意
見
を
し
っ
か
り
と
相
手
に

伝
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
」、「
初

対
面
の
人
で
も
壁
を
作
ら
ず
に
話
す
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
学
び
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
成
長
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
」
な
ど
、
成
長
を
実
感
す
る
コ
メ
ン
ト
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま

た
問
題
解
決
力
に
お
い
て
は
、「
い
ま
ま
で
親
元
を
離
れ
て
過
ご
し

た
こ
と
が
一
度
も
な
く
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
両
親
を
頼

れ
ば
な
ん
と
か
な
る
、
そ
ん
な
甘
い
生
活
を
20
年
間
過
ご
し
て
き

た
が
、
留
学
中
は
良
く
も
悪
く
も
自
分
次
第
。
何
を
す
る
に
し
て

も
自
分
の
意
思
や
決
断
力
が
と
て
も
大
切
だ
と
実
感
し
た
」
と
、

自
己
解
決
力
に
お
け
る
成
長
を
感
じ
る
派
遣
生
も
い
た
。
さ
ら
に
、

環
境
適
応
力
に
つ
い
て
は
「
自
分
の
い
ま
ま
で
生
活
し
て
き
た
環

境
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
当
た
り
前
で
は
な
い
こ
と
を
実
際
に
体
験

で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
考
え
方
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
」、「
留
学
生
活
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
触
れ
合
っ
た
か

ら
こ
そ
、
自
分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
た
し
、
価
値
観
の
違
い
や

文
化
の
違
い
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
学
部
留
学
を
通
じ

て
、
日
本
で
の
生
活
だ
け
で
は
得
ら
れ
に
く
い
で
あ
ろ
う
気
付
き

や
成
長
を
実
感
し
た
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
み
ら
れ
た
。
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３　
今
後
の
課
題

　

当
効
果
測
定
に
よ
っ
て
、
学
部
留
学
は
、
今
回
測
定
し
た
５
要

素
の
自
己
評
価
に
お
い
て
一
定
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
結
果
は
あ
く
ま
で
派
遣
生
に
よ
る
主
観
的

評
価
で
あ
り
、
今
後
は
、
各
派
遣
生
に
つ
い
て
、
よ
り
長
期
的
で

客
観
的
な
効
果
測
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

留
学
後
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
就
職
活
動
や
進
学
な
ど
の
進

路
決
定
に
結
び
付
い
た
の
か
、
ま
た
は
職
務
上・

研
究
上
の
能
力

へ
の
効
果
な
ど
を
統
計
的
に
調
べ
る
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
、
将

来
的
に
行
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
留
学
を
通
じ
て
、

地
球
規
模
の
視
点
で
競
争
的
か
つ
協
力
的
に
能
力
を
発
揮
で
き
る

人
材
を
ひ
と
り
で
も
多
く
輩
出
す
る
た
め
、
今
後
も
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実
や
制
度
拡
充
に
努
め
た
い
。�
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